
 

環 境 
の ト ピ ッ ク V о l . 12 

 

海
うみ

からやってくる生
い

き物
もの

たち 
令和
れ い わ

3年
ねん

7月
がつ

末
まつ

は潮
しお

が高い
たか  

状 況
じょうきょう

が数日間
すうじつかん

続
つづ

き、河口沿
か こ う ぞ

いの高水敷
こうすいじき

が完全
かんぜん

に水没
すいぼつ

することもありました。そんな中
なか

、水
みず

環境館
かんきょうかん

前
まえ

で魚釣
さかなつ

り(仕事
し ご と

！)をしていると、海
うみ

に近
ちか

いからこそ見
み

られる生
い

き物
もの

を発見
はっけん

しましたので、ご報告
  ほうこく

いたします。 

 

住 所 / 北九州市小倉北区船場町 1-2 

開館時間 / 10：00～19：00 休館日 / 原則火曜日(長期休暇期間中除く)・年末年始 

お問い合わせ / 093-551-3011 

指定管理者 / 玄海グリーン＆アドベンチャー共同企業体 http://mizukankyokan.jp 

左
ひだり

の写真
しゃしん

は、勝山
かつやま

橋
ばし

の真下
ま し た

で撮影
さつえい

したものです。ここ

は高水敷
こうすいじき

なので、普段
ふ だ ん

はもちろん陸地
り く ち

なのですが、潮
しお

が

満
み

ちると水没
すいぼつ

します。この日
ひ

も満 潮
まんちょう

に 伴
ともな

い、橋
はし

の下
した

に

も海水
かいすい

が入
はい

り込
こ

んでいました。しかしこの日
ひ

はいつもと

違
ちが

い、たくさんの 魚
さかな

たちが泳
およ

いでいます。しかもその数
かず

は半端
は ん ぱ

ではなく、ざっと 200匹
ひき

は超
こ

えているようです。

体 長
たいちょう

はおよそ 6 ㎝。この 魚
さかな

は一体
いったい

なにかというと？
 

 

カタクチイワシというイワシの仲間
な か ま

です。

小さな
ちい    

個体
こ た い

はちりめんじゃこ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

やしらす
・ ・ ・

として、

大
おお

きくなったものは煮干
に ぼ

しやいり
・ ・

こ
・

として利用
り よ う

される重 要
じゅうよう

な食用魚
しょくようぎょ

の一
ひと

つです。特
とく

に瀬戸内
せ と う ち

一帯
いったい

では 最
もっと

も一般的
いっぱんてき

なイワシであり、瀬戸内
せ と う ち

地方
ち ほ う

で盛
さか

んなアナゴ 漁
りょう

の餌
えさ

としても用
もち

いられ

ます。イワシの仲間
な か ま

は天
てん

敵
てき

から逃
のが

れるため群れ
む  

で泳ぐ
およ  

習 性
しゅうせい

があり、今回
こんかい

は群
む

れごと橋
はし

の下
した

に入
はい

り、潮
しお

が引いて
ひ   

出
で

られなくなったようでした。 

同
おな

じ場所
ば し ょ

では小
ちい

さなアオリイカも見
み

ることができました。今年
こ と し

の初夏
し ょ か

生
う

まれでしょうか？

まだまだ可愛
か わ い

いサイズです。イカやタコの仲間
な か ま

である「頭
とう

足類
そくるい

」は通 常
つうじょう

、低塩分
ていえんぶん

を避
さ

ける傾向
けいこう

があるため河口
か こ う

で見
み

ることはできませんが、この日
ひ

は表 層
ひょうそう

付近
ふ き ん

まで海水
かいすい

と同
おな

じくらいの

塩濃度
えんのうど

だったために、網
あみ

ですくえるほど浅
あさ

い場所
ば し ょ

にも出 現
しゅつげん

していました。また、こちらも 紫
むらさき

川
がわ

ではあまり見
み

られないヒラスズキという 魚
さかな

もカタクチイワシを追
お

いかけてか、たくさん見
み

ることができました(写真
しゃしん

はありませんが爆
ばく

釣
ちょう

でした！)。また、陸 上
りくじょう

にもたくさんの干物
ひ も の

と

化
か

したイワシが大 量
たいりょう

に打
う

ちあがっていましたが、翌日
よくじつ

様子
よ う す

を見
み

ると跡形
あとかた

もなく無
な

くなってい

たので、おそらく鳥
とり

や猫
ねこ

などに食
た

べられたのでしょう。カタクチイワシにとっては、人工
じんこう

構造物
こうぞうぶつ

に 遮
さえぎ

られて捕
ほ

食
しょく

されているため不憫
ふ び ん

ではありますが、イワシの仲間
な か ま

は、海洋
かいよう

を中 心
ちゅうしん

とした生態
せいたい

系
けい

の基盤
き ば ん

の一
ひと

つともいえる、重 要
じゅうよう

な被食者
ひしょくしゃ

(肉 食
にくしょく

生物
せいぶつ

に食
た

べられる側
がわ

の生物
せいぶつ

)で

もあります。これらの生
い

き物
もの

がたくさんいるからこそ、多
おお

くの生
い

き物
もの

が生
い

きていけるわけで、

その連鎖
れ ん さ

を垣間見
か い ま み

た一幕
ひとまく

でもありました。この時
とき

、勝山
かつやま

橋
ばし

には多
おお

くの人
ひと

が歩
ある

いていましたが、

この 命
いのち

の 営
いとな

みに気
き

づいていた人
ひと

はいないようで、橋
はし

の下
した

に目
め

を向
む

ける人
ひと

はいませんでした。

意外
い が い

なほど身近
み じ か

な場所
ば し ょ

でこのような壮大
そうだい

で 儚
はかな

い現 象
げんしょう

が起
お

きることもあります。うつむいて

しまいがちなこの時代
じ だ い

、どうせうつむくのならぜひ足元
あしもと

の 命
いのち

にも目
め

を向
む

けてみてください。 


